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7. 遠い海の向こうから 私たちの 
先祖がやって 来て 
サダモ : おじいさんたちが ， このように私のおじいさんが 私に話してくれ 
ました．もっともっとたくさん 話していたのですが ，それはこういうことです : 
「その，はるか 沖の方から，私たちの 先祖 注 りがやって来て ，カラフトにもと 
どまるものはとどまりましたが ，やって来て ，この島に，この ，北海道と今は 
言われていますけれども ，昔は名前のない 島でしたが，そこに 私たちは住んで 
いるのです．私たちはそこに 住んでいて，私たちアイヌが 住んでいるから ，ア 
イヌの名をとって ，「アイヌの 島 」注 2) と言われているので 上が，名前のない 島 
でした．そして ，そこに行き 着きましたけれども ，仲間の半分は ，まもなくこ 
の島を通り越して ，はるかもっと 沖の方へ戻って 行きたいと言いました・ 
「せっかく来たのに ， そのようにあ なた方だけ分かれて ， どこへ行きたいと 
いうんですか・ ここに，ひとところに 一緒に，ひとつの 島にみんな一緒に 住ん 
だらどうでしょうか・」と 言いましたが ，大半の人がちょうど 舟を反対にこぎ 合
うみたいに， 言い争っていましたが ， とうとう大半の 人が， ずっと沖の方へ ， 
舟を出して行ってしまいました   
その後に，何人かのアイヌが ，この島に残っていた 人たちが，そこから 広が 
っ たのですが，まだあ ちこちに，そのころは 川の名前も，沢の 名前もなかった 
のでしたが，海岸全部，地名のあ りようもなかったのですけれど ，アイヌが広 
がって，川でも 沢でも，行ったところは 全部，大川は 川ぞいに上へ 上へと村が 
広がっていき ，沢もきれいなのは ，それにそって 村ができました・ 海岸全部， 
沿岸全部， アイヌが名双をつけて ， アイヌの村ができたところにそうやって 名 
前 をつけたから ，今でも海岸全部，アイヌがつけた 地名ばかりあ るのです   
それから， こういうことがもとになって ，舟を反対にこぎ 合い，お互いに 言 
い合いして，折り 合いがつかずに ，沖の方へ行く 人は行ったものですから ，「そ 
れじやあ ，今後は，沖の 方へ戻って行くと 言うのなら， もうこの 島へ 来るんじ 
注 1) 文字どおりには「私たちの 同族の一群」   
注 2) ノヒ海道のこと  
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やないぞ，私たちはこの 島をとるから ，あ なた方は沖の 大きな島に住むために 
行くのならば ，この島には 私たちだけが 住むから，来ようと 思、 うなよⅡ と ，も 
う言い合うのにうんざりしたみたいになって ， お互いに言うことをきかない 
で，彼らは沖の 方へ行って，和人の 国の ， 行ったところ 全部に広がって 住みま 
した． 
そうして結局，こういうことがもとになったから ，こういうふうにけんか 月 lJ 
れになったということを 言って聞かせたのか ，子孫が大勢になってきてから ， 
お互いに戦 う みたいに， 舟に乗って来たり ， 隠れて来たりして 攻めて来まし 
た・お互いに 舟に乗ってこっそりと 攻め合ったりもしました．そうだったけれ 
ども，それから ，同じアイヌのもとはひとつであ っても，めいめい 持たされた 
役目が違うから ，アイヌの子孫はその 広がり方も決められていたから ，それか 
らまだまだあ っちこっちの 国に広がって ，まだまだあ っちこっちの 国に， めい 
めいの名前をつけて ，行ったところに 自分の名前を 勝手につけて ，まだまだ め 
いめいに名前をつけました・ ( どの国から， )どの土地は自分のだ ，どの国は自分 
のだと， めいめい勝手に 自分の名前をつけて ， そこに住んでいましたけれど 
も，互いに争ったりしました． 
けれども，もとはひとつむのに ，いつまでも 私たちは互いに 争いました・そ 
して今はもっといろいろと 理屈のあ ることを古 う 偉い人たちもいて ，争うこと 
もできないので ， 「いっそのこと ，お互いに構わないでいて ， 向こうで暮らす 
あ なた方は，向こうの 人になって，私たちはこちらにいるから ，北海道の人と 
呼ばれて暮らすから ，あ なた方はどういうようにすればいいか ，大きな時田 を 
求めて行ったのであ っても，大きな 岳にはあ なた方だけで 暮らすことはできな 
いよ・そして ， ( あ ちこちから ) 私たちはもとはひとつであ 。 ても， よぞ からあ 
なた方のところに 押し寄せて来られたら ，そこを自分たちの 国だと ニうことも 
できないということを ，あ なた方は考えて ，もう， お互いに話すのはよそうⅠ 
と，この島に 残った人の子孫たちが   占いました・そして ，それから，海の 向こ 
うに行って住んでいる 者は「自分たちはアイヌだぞ」と 占って来もしません   
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そのように，自分たちの 系統がわからなくなった 人たちが，お 互いに夫婦にな 
って， それから広がっていったのが ，和人というもの ， ト / 注 りというものな 
のです・ 
私たちはこの 島 - に，昔から，私たちの 起源となる先祖がいて ，今この島に 
人がいたこと ，私たちの先祖がこの 島に上陸してくれたおかげで ，私たちがい 
るということによって 名づけたから ，アイヌの 島 ， ( アイヌ・‥ 排 海道と今は言 
われていますけれど ， そのもとはこうであ って， 戦争することもできなくて ， 
自分たちのもとを 言うことも，あ んまりあ えて言 う わけにもいかないのだけれ 
ど，まだ次々に 何代 にも語り伝えて ，こっそり，地名でも ，村の名でもあ なた 
たちがよくよく 調べてみれば ，海の向こうに 注 2@6 人も， この北海道にいる 
人も言葉はひとつのもととして 分かれ出ているものだから ，あ なたたちがわか 
るところもあ るだろうけれど ， そういうことまでは ， ( なん， 何 十年 ;) 何年か 
経って，あ なたたちがわかるかどうかわからないけれども ，私たちのもとはこ 
うだから， アイヌ， 北海道アイヌ と吉 われているのだよ・ だからね，子供た 
ち， 次から次の世代に 語り伝えて，アイヌのもとがこ う い う ものだということ 
を 言って， ( 決して ) 私たちは同じもとから 出たものなんだから ，あ んまり 差 8@J 
されてあ と へ おされるような 理屈をとられるような 注のことなどないように 考 
えなさ v@,J と昔のおじいさんたちが 言ったことは 本当だから，今は ，昔のおじ 
いさんは何も 嘘を占ったのではないから ，和人の島に 行って大きな 島をもとう 
と思ったけれど ， それこそ， 差別 t れて理屈をとられて ，そういう人たちが ， 
それから， いろいろ違った 名前のついた 国から， 集まった人と 一緒に住んで ， 
そこから広がってそのアイヌが 私たちなのだとは ，考えることもできなくなっ 
ているのだろうよ ， と，私のおじいさんが 言いました・ どこまでもそういう 語 
が 続いているのですよ・だからあ なたたちもあ なたたちのおじいさんたちがい 
つもいつも語っていたのを 聞いていた話なのでしょう ぬ ! 
(S : そうだよ ) 
K: そうだよ． 
注 l) tono は和人を呼ぶ 敬語・ 
注 2) 「本州に」の 意・ 
注 3) 語り手 サダモ さんがつけた 訳  horkarutu は直訳すれ ば 「後ろへ押しもどす」   
一 49 一 
